
儒
家
思
想
ｌ
新
儒
家
の
思
想
文
化
も
含
め
る
ｌ
に
関
す
る
研

究
は
中
国
、
日
本
、
韓
国
に
お
い
て
重
要
な
学
術
領
域
で
あ
る
。
現

代
中
国
に
限
っ
て
言
え
ば
、
研
究
方
法
は
益
々
多
元
化
さ
れ
て
い
く

現
状
で
あ
る
。
本
発
表
は
過
去
五
十
年
間
の
、
中
国
の
学
術
界
に
お

け
る
宋
明
理
学
研
究
に
対
す
る
簡
略
な
回
顧
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
と
違
っ
て
、
中
国
の
学
界
で
は
普
通
、
「
儒
教
」
で
は

な
く
て
「
儒
学
」
や
「
儒
家
」
の
名
称
を
以
っ
て
孔
子
が
開
い
た
そ

の
思
想
伝
統
を
指
し
て
い
う
慣
習
が
あ
る
。
「
儒
家
」
、
「
儒
学
」
、

「
儒
教
」
は
全
て
古
代
文
献
の
中
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
概
念

［
平
成
十
二
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
東
ア
ジ
ア
の
儒
教
Ｉ
二
十
一
世
紀
の
思
想
史
研
究

中
国
に
お
け
る
宋
明
理
学
研
究
の
方
法
、
視
点
と
そ
の
趨
向

一

で
あ
る
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
三
つ
の
概
念
は
お
互
い
に

重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
三
者
の
違
い
だ
け
に
注
目
し
て
考
え
る
場

合
、
大
抵
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
「
儒
家
」
を
使
う
場
合
は
道
家

や
墨
家
な
ど
の
他
の
学
派
と
の
区
別
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
儒
学
」
は
そ
の
学
術
体
系
と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
儒
教
」
は
往
々
に
し
て
そ
の
教
化
体
系
と
し
て
の
意
義
を

重
視
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
近
代
以
来
の
中
国
学
界
で

慣
用
さ
れ
て
き
た
「
儒
家
」
や
「
儒
学
」
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、

「
儒
家
思
想
」
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鵺
友
藺
は
、

（
１
）

歴
史
上
、
「
儒
家
は
中
国
封
建
社
会
の
正
統
思
想
で
あ
る
」
、
と
い
い
、

中
国
の
学
者
が
儒
家
を
学
術
の
思
想
体
系
と
み
な
す
の
を
重
視
す
る

こ
と
が
主
流
の
傾
向
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

陳

来
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「
新
儒
家
」
あ
る
い
は
「
新
儒
学
」
の
呼
び
方
に
関
し
て
は
、
現

在
知
ら
れ
て
い
る
最
も
早
い
用
例
が
鵺
友
藺
の
著
述
に
あ
る
。
鵺
友

藺
が
そ
の
『
中
国
哲
学
史
』
（
上
）
の
「
筍
子
及
儒
家
中
之
筍
学
」

の
章
で
、
「
戦
国
時
代
有
孟
筍
二
派
之
争
、
亦
猶
宋
明
時
代
新
儒
家

（
２
）

中
有
程
朱
陸
王
二
学
派
之
争
也
」
。
そ
の
後
、
胃
島
ｇ
ｏ
且
の
が
英

文
訳
の
中
で
新
儒
家
を
《
．
写
。
‐
ｇ
邑
昏
９
画
己
の
白
ゞ
と
訳
し
た
の
も
こ

れ
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
で
は
、
中
国
語
を
使
用
し
た
学
術
研

究
の
中
で
「
新
儒
家
」
の
用
語
は
必
ず
し
も
鵺
友
蘭
か
ら
始
ま
っ
た

と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、
鵺
氏
は
彼
の
『
中
国
哲
学
史
』
（
下
）

「
道
学
之
初
興
及
道
学
中
二
氏
之
成
分
」
章
の
中
で
「
宋
明
道
学
家

（
３
）

即
近
所
謂
新
儒
家
之
学
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
近

所
謂
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
新
儒
家
」
を
以
っ
て
宋
明
理
学
を

指
し
て
い
う
こ
と
は
三
○
年
代
初
期
ま
で
の
あ
る
時
期
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
陳
栄
捷
に
よ
れ
ば
、
「
十
七
世
紀
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教

師
が
中
国
に
や
っ
て
き
て
、
宋
明
理
学
が
孔
孟
之
学
と
は
同
じ
で
な

い
こ
と
を
み
て
い
た
の
で
、
西
洋
哲
学
の
進
程
を
模
倣
し
て
こ
れ
を

新
儒
学
倉
の
。
‐
９
昌
鳥
己
の
ョ
）
と
称
し
た
。
最
近
の
数
十
年
、
我
が

国
の
学
者
は
大
い
に
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
故
に
、
新
儒
学
の
名
を

（
４
）

以
っ
て
理
学
に
代
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
二

○
年
代
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
、
中
国
語
を
使
う
学
界
に
出
現
し

た
「
新
儒
家
」
と
い
う
語
の
直
接
な
源
流
が
西
洋
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
裏
付
け
ら
れ
る
根
拠
は
未
だ
に
な
い
。

実
は
、
そ
の
当
時
、
「
新
儒
家
」
或
い
は
「
新
儒
学
」
と
い
う
用

語
は
流
行
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
栄
捷
が
次
の
よ
う
に

い
う
。
「
私
は
抗
日
戦
争
の
前
に
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
が
、
そ
の
時
、

新
儒
学
と
い
う
言
葉
は
外
国
人
が
分
か
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
て
、

（
５
）

中
国
の
教
授
も
分
か
ら
な
か
っ
た
」
。
こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
三
○
年

代
の
半
ば
に
お
い
て
は
、
新
儒
家
の
言
い
方
は
多
く
の
人
た
ち
に
と

っ
て
は
よ
く
知
ら
な
い
概
念
で
あ
っ
た
。
鵺
友
蘭
以
来
、
「
新
儒
家
」

を
以
っ
て
宋
代
以
後
の
儒
家
の
思
想
を
指
し
て
い
う
使
い
方
が
だ
ん

だ
ん
増
え
て
き
た
が
、
多
く
の
学
者
は
依
然
、
慣
用
と
し
て
「
理
学
」

ま
た
は
「
道
学
」
の
名
称
を
以
っ
て
宋
明
時
代
の
主
流
の
儒
家
思
想

を
呼
ん
で
い
る
。
鵺
友
蘭
は
晩
年
の
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
の
中
で

も
「
道
学
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
新
儒
学
」
を
「
西
洋
」
の

慣
用
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
儒
家
」
と
「
儒
学
」
の
慣
用
は
あ
る
程
度
中
国

の
学
者
の
研
究
態
度
と
価
値
判
断
を
表
し
て
い
る
。
中
国
の
儒
家
思

想
は
、
二
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
し
、
体
系
的
な
思
想
を
持
つ
儒

学
者
も
数
多
く
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
の
学
者
に
と
っ
て
は
、
儒

学
は
第
一
義
的
に
は
哲
学
思
想
で
あ
り
、
宇
宙
・
道
徳
・
知
識
に
対

す
る
知
的
探
求
言
菖
の
§
四
三
邑
呂
ご
）
で
あ
り
、
人
の
心
・
人
生
・

人
間
の
本
性
に
対
す
る
内
在
的
体
験
で
あ
っ
て
、
ま
た
理
想
の
人
格

と
精
神
境
界
に
対
す
る
捜
し
求
め
と
実
践
で
あ
っ
て
、
勿
論
社
会
・

政
治
と
歴
史
に
対
す
る
主
張
と
模
索
で
も
あ
る
。
儒
学
の
こ
れ
ら
の
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特
徴
は
、
孔
子
、
孟
子
、
筍
子
、
朱
子
、
王
陽
明
、
王
船
山
な
ど
の

著
名
な
思
想
家
の
と
こ
ろ
で
反
映
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
中
国
の
各

歴
史
時
代
の
儒
学
、
特
に
宋
明
理
学
に
属
す
る
多
く
の
思
想
家
の
と

こ
ろ
に
も
現
れ
て
い
る
。
『
宋
元
学
案
』
や
『
明
儒
学
案
』
を
開
い

て
み
る
と
、
そ
の
中
に
は
宋
明
理
学
の
思
想
家
が
道
体
、
性
体
、
心

体
、
有
無
、
動
静
に
つ
い
て
発
し
た
詳
細
な
議
論
に
満
ち
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
の
新
儒

学
の
思
想
体
系
は
と
て
も
強
い
哲
学
性
と
思
弁
性
を
持
つ
し
、
宋
明

理
学
の
思
想
家
は
宇
宙
、
人
心
、
体
験
、
実
践
に
対
し
て
か
な
り
体

系
的
な
理
論
化
さ
れ
た
思
考
と
細
綴
入
微
の
解
明
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
否
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
理
学
は
一
種

の
普
遍
性
を
持
つ
知
的
探
究
で
あ
り
、
ま
た
精
神
生
命
の
思
考
体
験

で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
た
、
中
国
の
学
界
に
お
け

る
研
究
の
中
で
は
、
終
始
哲
学
思
想
と
い
う
意
味
で
の
儒
学
研
究
を

重
視
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
中
国
学
界
の
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
当
然
、
中
国

儒
学
自
身
が
普
遍
的
・
哲
学
的
な
思
考
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
と
関

係
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
偏
り
は
、
現
代
中
国
の
教
育
及

び
研
究
制
度
の
設
置
と
も
関
係
が
あ
る
。
中
国
の
教
育
と
研
究
体
制

の
中
で
、
儒
家
と
儒
家
思
想
に
関
す
る
研
究
の
多
く
は
、
大
学
の
哲

学
学
部
や
哲
学
研
究
所
の
中
に
設
置
し
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、

総
合
的
な
大
学
の
中
に
、
全
て
哲
学
学
部
を
持
っ
て
い
て
、
全
て
の

哲
学
学
部
の
中
に
儒
学
研
究
を
含
め
る
中
国
哲
学
に
関
す
る
研
究
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
や
一
、

二
個
所
の
大
学
の
歴
史
学
部
に
「
中
国
思
想
史
」
の
専
攻
が
あ
る
以

外
、
北
京
大
学
を
含
め
る
大
多
数
の
大
学
の
歴
史
学
部
に
は
「
中
国

思
想
史
」
の
専
攻
を
設
置
し
て
い
な
い
。
こ
の
現
状
は
社
会
歴
史
の

立
場
か
ら
の
儒
学
研
究
を
か
な
り
阻
害
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
中

国
の
師
範
（
教
宣
大
学
の
中
で
、
中
国
教
育
史
の
専
攻
は
古
代
儒

学
の
教
育
思
想
と
教
育
実
践
の
面
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
他

に
、
中
国
史
研
究
の
中
に
も
儒
学
と
関
係
す
る
研
究
も
行
な
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
儒
学
研
究
の
全
体
の
中
で
占
め
て
い
た

地
位
は
比
較
的
に
軽
い
。
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
中
国
の
儒
学
研

究
と
儒
学
理
解
は
、
内
容
に
お
い
て
は
「
思
想
」
を
重
視
す
る
こ
と

が
主
流
で
あ
っ
て
、
研
究
方
法
に
お
い
て
は
「
哲
学
」
的
方
法
論
が

主
導
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、
中
国
の

儒
学
研
究
は
「
哲
学
史
の
研
究
」
が
主
導
で
あ
っ
て
、
「
思
想
史
の

研
究
」
が
主
導
で
は
な
い
。

事
実
上
、
二
十
世
紀
以
来
の
か
な
り
長
い
間
に
、
中
国
の
学
術
界

は
新
儒
学
を
一
つ
の
綜
合
的
な
研
究
対
象
と
し
て
み
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
宋
明
理
学
に
対
す
る
研
究
は
た
だ
哲
学
史
の
中
の
時
代

一
一
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史
や
テ
ー
マ
別
の
専
門
研
究
と
し
て
な
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

一
九
一
五
’
一
九
二
○
年
ま
で
の
「
新
文
化
運
動
」
の
影
響
を
受

け
て
、
西
洋
の
近
代
文
化
を
強
力
に
導
入
し
よ
う
と
主
張
す
る
文
化

啓
蒙
主
義
と
儒
家
の
思
想
文
化
を
強
く
批
判
す
る
文
化
批
判
の
思
潮

は
、
二
○
年
代
以
後
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
研
究
者
の
視
界
を
主
導

し
て
い
た
。
二
○
年
代
末
か
ら
四
○
年
代
末
ま
で
の
時
期
に
お
い
て

は
、
宋
明
儒
学
に
関
す
る
研
究
が
主
に
三
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

た
。
一
つ
、
西
洋
哲
学
の
範
晴
、
問
題
を
利
用
し
て
新
儒
家
の
哲
学

に
関
す
る
分
析
的
な
哲
学
史
の
研
究
を
行
い
、
宋
明
儒
学
の
概
念
、

命
題
、
理
論
上
の
特
色
を
分
析
す
る
。
例
え
ば
鵺
友
蘭
『
中
国
哲
学

史
』
の
下
巻
は
こ
の
タ
イ
プ
の
代
表
で
あ
る
。
二
つ
、
西
洋
哲
学
の

理
論
を
研
究
方
法
と
し
て
重
ん
じ
る
や
り
方
と
違
っ
て
、
古
典
の
実

証
的
方
法
を
以
っ
て
人
物
や
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
史
学
的
研
究
を
行

な
う
。
容
肇
柤
早
年
の
『
朱
子
実
紀
』
と
『
朱
子
年
譜
』
に
対
す
る

研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
献
学
研
究
と
も
い
え
よ
う
。
三
つ
、
批
判

思
潮
と
啓
蒙
思
想
の
思
想
史
的
研
究
。
こ
こ
で
は
更
に
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
侯
外
濾
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
明
末
清
初
以
降
の

個
性
解
放
、
個
人
意
識
の
覚
醒
及
び
批
判
思
潮
に
つ
い
て
の
啓
蒙
思

想
史
の
研
究
に
力
を
入
れ
た
。
容
肇
祖
は
新
文
化
運
動
の
啓
蒙
主
義

か
ら
出
発
し
て
、
程
朱
理
学
を
反
発
・
批
判
し
た
明
清
時
代
の
儒
学

思
想
家
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
を
大
量
に
発
表
し
た
。
容
肇
祖
は
特

に
明
代
後
期
の
泰
州
学
派
と
清
初
の
朱
子
学
批
判
の
思
想
を
重
視
し

（
６
）た

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
注
目
す
べ
き
業
績
を
あ
げ
た
け
れ
ど
も
、

宋
明
理
学
全
体
に
対
す
る
全
面
的
内
在
的
研
究
で
は
な
い
。
こ
こ
で

の
「
全
面
的
」
の
意
味
は
、
宋
明
理
学
全
体
の
体
系
及
び
そ
の
発
展

の
歴
史
に
対
す
る
周
到
の
全
面
的
研
究
を
指
す
。
「
内
在
的
」
と
い

う
の
は
、
宋
明
理
学
自
身
が
重
視
し
た
問
題
や
議
論
を
重
視
し
研
究

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
西
洋
哲
学
の
問
題
意
識
や
社
会
変
革

の
要
求
に
依
拠
し
て
宋
明
理
学
研
究
の
方
向
や
問
題
を
決
め
る
の
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
十
世
紀
後
半
の
五
十
年
間
に
、
「
文
化
大
革
命
」
に
終
り
が
告

げ
ら
れ
た
こ
と
を
境
目
と
し
て
、
中
国
の
研
究
者
は
前
後
二
つ
の
違

う
時
代
を
経
験
し
て
き
た
。
「
文
革
」
以
前
（
一
九
七
六
年
以
前
）
の

時
代
に
お
い
て
は
、
ド
グ
マ
主
義
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
儒
学
を
歴
史

化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
さ
せ
、
儒
家
の
思
想
を
現
代
革
命
の
阻
害
と

見
倣
し
、
儒
家
思
想
と
宋
明
理
学
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
採
っ
て

い
た
。
勿
論
、
歴
史
唯
物
論
の
角
度
か
ら
宋
明
理
学
に
対
す
る
批
判

は
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
、
特
に
政
治
、
経
済
、
制
度
、
階
級
な

ど
の
社
会
歴
史
の
背
景
か
ら
理
学
の
特
質
を
抽
出
す
る
の
は
、
今
ま

で
の
社
会
歴
史
方
面
の
研
究
を
軽
視
す
る
や
り
方
に
対
し
て
一
種
の

是
正
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
学
術
が
政
治
に
妨
げ
ら
れ
た
の
で
、
総

合
的
に
い
え
ば
、
ド
グ
マ
主
義
の
態
度
が
こ
の
時
期
の
宋
明
理
学
に

関
す
る
学
術
的
な
研
究
を
弱
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
弁
証
法
的
唯

物
論
の
研
究
方
法
は
伝
統
の
「
理
学
」
や
「
心
学
」
の
他
に
「
気
学
」
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の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
哲
学
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、

こ
れ
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
リ
タ
ン
ノ
フ
婁

菖
画
冒
呈
．
と
的
な
「
唯
物
ｌ
唯
心
」
の
絶
対
的
な
枠
組
み
は
到
底

理
学
に
関
す
る
内
在
的
な
討
論
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
「
文
革
」
時
代
以
来
、
儒
学
研
究
に
は
根
本
的
な
変
化
が

現
れ
た
。
つ
ま
り
、
儒
学
に
対
す
る
態
度
は
全
面
的
な
批
判
か
ら
弁

証
法
的
肯
定
と
な
り
、
儒
学
を
「
外
在
的
に
捉
え
る
」
こ
と
か
ら
「
内

在
的
に
理
解
す
る
」
こ
と
へ
と
深
化
し
、
儒
学
に
つ
い
て
の
研
究
は

「
哲
学
の
研
究
」
か
ら
「
文
化
の
研
究
」
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

儒
学
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究
は
顕
著
な
成
績
を
上
げ
、
宋
明
理
学

に
対
す
る
全
面
的
な
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
し
て
き
た
。

所
謂
「
儒
学
を
歴
史
化
」
さ
せ
る
と
は
、
つ
ま
り
「
五
四
」
新
文

化
運
動
以
来
、
中
国
啓
蒙
主
義
思
潮
と
社
会
主
義
思
潮
の
共
通
し
た

主
張
で
あ
る
と
同
時
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
言
四
×
乏
呂
の
『
）
の
影
響
を
受

け
た
西
洋
の
学
者
吉
賂
冒
序
ぐ
目
の
。
邑
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。
彼
の

主
張
は
、
儒
学
が
歴
史
の
産
物
で
あ
っ
て
、
儒
学
が
依
拠
し
て
い
た

歴
史
基
盤
は
す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
、
儒
家
は
死
ん
だ
、
儒
学
は

す
で
に
歴
史
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
儒
学
は
す
で
に
博
物
館
の

中
の
物
事
と
な
っ
た
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
儒
学
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

化
」
と
い
う
の
は
、
儒
学
或
い
は
宋
明
理
学
を
た
だ
当
時
の
あ
る
特
種

の
制
度
ま
た
は
統
治
集
団
の
弁
護
を
な
す
も
の
、
歴
史
上
の
あ
る
特
定

の
階
級
を
代
表
す
る
も
の
と
み
な
し
、
宋
明
理
学
の
思
想
・
知
識
上
の

相
対
的
自
主
性
を
完
全
に
抹
殺
す
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ド
グ
マ
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
研
究
方

法
か
ら
影
響
を
受
け
た
せ
い
で
、
三
○
年
代
以
来
、
主
流
を
占
め
て

い
た
「
哲
学
史
研
究
」
自
身
が
ね
じ
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。
つ
ま
り

外
在
的
存
在
と
し
て
の
「
唯
物
ｌ
唯
心
」
の
問
題
は
最
も
重
要
な
基

本
問
題
と
な
っ
て
、
更
に
研
究
者
が
離
れ
て
は
い
け
な
い
、
疑
っ
て

も
い
け
な
い
根
本
的
な
枠
組
み
と
な
っ
て
し
ま
い
、
中
国
哲
学
固
有

の
特
徴
を
客
観
的
に
描
き
出
す
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
「
文
革
」
時
代
の
儒
学
研
究
に
見
え
る
変
化
は
、
先
ず
「
哲

学
史
研
究
」
の
客
観
性
へ
の
要
求
と
、
中
国
哲
学
に
固
有
の
特
色
を

探
究
す
る
た
め
の
研
究
へ
の
全
面
的
回
復
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
方
向
は
、
基
本
的
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
有
益
な
要
素
を
出
来

る
だ
け
吸
収
す
る
と
同
時
に
、
昔
の
清
華
大
学
や
北
京
大
学
の
分
析

哲
学
と
考
証
を
大
事
に
す
る
伝
統
の
方
向
に
戻
ろ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
蒙
培
元
、
張
立
文
と
私
が
八
○
年
代
前
期
に
行
な
っ
た
朱
子

哲
学
や
理
学
の
範
嬬
体
系
及
び
そ
の
思
惟
モ
デ
ル
に
関
す
る
研
究
は

こ
の
方
向
上
で
の
努
力
だ
と
見
な
し
て
よ
い
。
思
想
史
研
究
の
方
面

に
お
い
て
は
、
侯
外
盾
、
邸
漢
生
な
ど
の
『
宋
明
理
学
史
』
は
一
八

○
○
ペ
ー
ジ
近
く
あ
っ
て
、
宋
明
理
学
の
全
体
を
対
象
と
す
る
最
初

の
全
面
的
な
研
究
著
作
で
あ
る
。
こ
の
本
は
『
中
国
思
想
通
史
』
の

全
面
批
判
の
基
調
と
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
、
「
客
観
的
理
解
」
を
求
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め
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
同
時
に
、
「
理
学
と
反
理
学
」
と
い
う

モ
デ
ル
を
打
ち
出
し
、
反
理
学
の
思
想
家
を
表
彰
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
前
述
し
た
啓
蒙
思
想
と
批
判
思
潮
の
意
義
を
称
え
た
。
八
○
年

代
を
経
て
、
朱
子
学
研
究
に
代
表
さ
れ
た
新
儒
学
に
関
す
る
研
究
は
、

哲
学
史
研
究
、
文
献
学
研
究
、
思
想
史
研
究
と
い
う
三
つ
の
方
面
に

お
い
て
は
全
て
客
観
性
、
学
術
性
、
全
体
性
の
意
味
で
新
た
な
水
準

に
達
し
た
。

九
○
年
代
に
入
る
と
、
宋
明
理
学
に
つ
い
て
の
研
究
は
更
に
深
め

ら
れ
た
。
哲
学
史
研
究
の
方
面
に
お
い
て
は
、
若
し
八
○
年
代
の
宋

明
理
学
研
究
が
主
に
朱
子
学
に
関
す
る
研
究
の
進
歩
と
い
う
な
ら
ば
、

九
○
年
代
の
宋
明
理
学
研
究
は
陽
明
学
研
究
の
進
展
が
特
に
注
目
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
九
○
年
代
の
中
国
の
陽
明
学
研
究
は
二
十
世
紀

の
西
洋
哲
学
を
参
照
し
な
が
ら
も
、
更
に
陽
明
学
内
部
に
対
す
る
哲

学
的
分
析
に
入
っ
て
い
る
。
一
方
、
存
在
主
義
を
参
照
し
て
、
王
陽

明
思
想
の
精
神
境
界
へ
の
把
握
を
重
視
（
例
え
ば
、
『
有
無
之
境
』
）
し
、

他
方
で
は
、
交
際
行
動
の
理
論
を
参
照
と
し
て
、
陽
明
思
想
が
い
か

に
主
体
間
の
関
係
を
作
っ
て
い
た
か
の
問
題
を
重
視
し
た
（
例
え
ば
、

『
心
学
之
思
』
）
。
こ
れ
と
同
時
に
、
明
清
交
替
期
の
思
潮
に
つ
い
て
の

思
想
史
的
研
究
は
二
つ
の
方
向
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
『
明
情

実
学
思
潮
史
』
言
栄
晋
な
ど
著
）
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
『
明
清

啓
蒙
学
術
流
変
』
（
請
捷
夫
な
ど
著
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
向
は

両
方
と
も
明
清
交
替
期
の
啓
蒙
と
批
判
思
潮
を
重
視
す
る
が
、
特
に

後
者
、
彼
ら
が
問
い
詰
め
た
こ
と
は
即
ち
中
国
の
思
想
資
源
の
中
に
、

自
分
自
身
の
啓
蒙
理
性
が
存
在
し
た
か
否
か
、
中
国
に
は
自
分
自
身

の
近
代
的
な
根
や
芽
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
侯
外
臆
が
四
○
年
代
以
来
重
視
し
つ
つ
問
い
続

け
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
他
の
新
し
い
研
究
方
向
や
成
果
も

現
れ
た
。
例
え
ば
、
朱
伯
昆
は
「
経
学
哲
学
史
」
の
研
究
を
提
唱
し

た
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
は
、
中
国
の
哲
学
家
は
、
漢
代
以
来
、
全

て
経
学
の
注
釈
や
解
釈
を
以
っ
て
哲
学
問
題
を
提
出
し
哲
学
の
思
考

を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
宋
明
理
学
の
哲
学
に
つ
い
て
の
討
論
は
、

全
て
経
学
の
解
釈
か
ら
転
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見

れ
ば
、
宋
明
理
学
の
歴
史
は
ま
た
一
つ
の
経
典
解
釈
史
で
あ
る
。
そ

の
中
の
問
題
は
全
て
内
在
的
に
『
周
易
』
な
ど
の
原
典
か
ら
来
て
い

る
。
こ
れ
で
、
一
般
に
い
わ
れ
る
経
学
と
経
学
史
研
究
と
違
う
一
種

の
新
し
い
研
究
が
始
ま
っ
た
と
は
言
え
る
。

八
○
年
代
以
来
、
最
も
重
要
な
儒
学
研
究
の
進
歩
は
、
意
義
深
い

学
術
的
研
究
成
果
が
大
量
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
人
の
思

想
家
、
一
つ
の
テ
ー
マ
、
一
つ
の
資
料
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

内
在
的
討
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
歴
史
上
の
儒
家
思

想
家
た
ち
自
身
が
最
も
重
視
し
た
問
題
、
議
題
、
課
題
が
何
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
深
く
か
つ
平
易
堅
実
に
解
明
し
よ
う
と
努
力
し
、
儒

者
た
ち
の
議
論
を
現
代
の
哲
学
言
語
に
還
元
さ
せ
な
が
ら
、
現
代
哲

日本思想史学33<2001〉 8



学
の
視
野
の
中
で
そ
れ
ら
を
分
析
・
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
代
中
国
の
儒
学
研
究
者
は
「
思
想
」
自
身
に
対
す
る
細
綴
な

研
究
を
よ
り
重
視
し
、
思
想
家
た
ち
の
精
神
上
の
追
究
、
価
値
観
上

の
理
想
、
哲
学
的
思
考
、
人
生
の
体
験
な
ど
を
重
く
見
て
い
る
。
ま

た
、
儒
家
の
経
典
解
釈
と
し
て
の
伝
統
や
徳
性
倫
理
と
し
て
の
伝
統

を
重
視
し
、
儒
家
と
社
会
集
団
の
倫
理
と
の
関
係
、
儒
家
と
世
界
（
グ

ロ
ー
バ
ル
的
）
倫
理
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
基
づ
い
て
、
西
洋
の
哲
学
者
や
神
学
者
と
の
対
話
を
求
め

て
い
る
。

い
っ
た
い
、
儒
学
は
ま
だ
生
き
て
い
る
伝
統
か
、
そ
れ
と
も
す
で

に
死
ん
だ
文
化
で
あ
る
の
か
？
「
五
四
」
運
動
以
降
「
文
革
」
前

ま
で
は
、
穏
や
か
な
歴
史
唯
物
論
は
儒
学
を
過
去
の
時
代
の
産
物
だ

と
見
な
す
傾
向
が
あ
っ
て
、
儒
学
に
は
時
代
を
超
越
す
る
よ
う
な
内

容
も
な
い
し
、
現
代
の
思
想
的
課
題
と
も
無
関
係
だ
し
、
儒
学
の
問

題
は
た
だ
歴
史
遺
産
と
し
て
の
問
題
だ
、
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、

急
進
派
の
改
革
者
と
革
命
者
は
、
儒
家
思
想
を
革
命
あ
る
い
は
改
革

の
根
本
的
な
障
害
だ
と
見
な
し
、
儒
学
を
批
判
す
る
文
化
運
動
を

続
々
と
発
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
言
え
ば
、
「
五
四
」

運
動
以
来
の
自
由
啓
蒙
主
義
者
と
急
進
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
儒
学

を
た
だ
歴
史
の
遺
産
だ
と
見
な
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
儒
学
を

依
然
と
し
て
生
き
て
い
て
機
能
し
て
い
る
も
の
だ
と
み
て
い
る
の
で

ふ
め
》
ブ
（
〕
０

し
か
し
、
急
進
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
自
由
の
啓
蒙
主
義
は
、
儒
学

を
ま
だ
生
き
て
い
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
や

は
り
儒
学
が
死
滅
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
か
ら
見
れ
ば
、
儒
学
を
生
み

出
し
た
経
済
的
基
礎
と
社
会
階
級
の
基
礎
が
す
で
に
無
く
な
っ
た
の

で
、
儒
学
及
び
其
の
残
留
の
影
響
は
批
判
を
受
け
て
歴
史
の
舞
台
か

ら
退
場
す
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
八
○
年
代
の
「
新

文
化
研
究
」
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
儒
学
は
す
で
に
過
去
の
「
伝
統

文
化
」
で
は
な
く
て
、
依
然
生
き
て
い
る
「
文
化
伝
統
」
で
あ
る
籠

朴
）
。
李
沢
厚
は
儒
学
を
よ
り
心
理
化
さ
せ
、
儒
学
が
即
ち
中
国
人

の
「
文
化
心
理
構
造
」
だ
と
考
え
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
儒
学
は
死
ね
な

い
し
、
儒
学
は
現
代
と
無
関
係
な
歴
史
文
物
に
も
な
れ
な
い
。
中
国

人
に
と
っ
て
は
、
儒
学
は
世
々
代
々
中
国
人
の
内
心
に
積
み
重
な
る

こ
と
を
通
し
て
で
き
上
が
っ
た
文
化
心
理
で
あ
る
。
こ
の
「
文
化
心

理
」
説
は
、
文
化
の
観
点
・
視
点
か
ら
儒
学
に
対
す
る
新
し
い
見
方

で
あ
る
。
こ
の
「
新
し
い
」
見
方
は
、
「
伝
統
と
現
代
」
の
問
題
を

そ
の
「
文
化
心
理
構
造
」
説
の
中
で
は
特
別
な
角
度
か
ら
連
結
さ
せ

る
所
に
現
れ
て
い
た
。

「
伝
統
と
現
代
」
の
視
野
に
お
け
る
儒
学
の
問
題
が
八
○
年
代
半

ば
に
起
き
た
「
文
化
ブ
ー
ム
」
の
中
で
、
極
め
て
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
現
代
化
理
論
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論
や
工
業
化
東
ア
ジ
ア

に
対
す
る
文
化
的
解
釈
が
広
く
注
目
さ
れ
た
の
で
、
「
儒
学
に
つ
い
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て
の
文
化
的
研
究
」
が
「
儒
学
に
つ
い
て
の
哲
学
研
究
」
を
大
き
く

上
ま
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
野
の
下
で
、
「
儒
学
と
現
代
化
」
の

問
題
が
集
中
的
に
注
目
を
受
け
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
儒
学
の
価
値

観
を
中
心
に
、
一
連
の
相
関
討
論
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
民
主
主
義
に
対
す
る
儒
家
の
反
応
、
科
学
技
術
に
対
す
る

儒
家
の
態
度
、
儒
家
倫
理
と
経
済
倫
理
、
儒
家
と
マ
ル
ク
ス
主
義
、

儒
家
と
自
由
主
義
、
儒
家
と
人
権
問
題
及
び
儒
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の

対
話
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
八
○
年
代
初
期
以
来
、
杜
維
明
が
提

唱
し
た
「
儒
学
の
第
三
期
の
発
展
」
及
び
「
儒
学
と
文
化
中
国
」
の

論
題
も
少
な
か
ら
ぬ
討
論
を
引
き
起
こ
し
た
。
宋
明
理
学
が
時
間
的

に
近
代
の
伝
統
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
儒
家
思
想
と
現
代

性
に
関
す
る
討
論
は
殆
ど
全
て
宋
明
理
学
を
主
要
な
素
材
と
し
た
の

で
あ
る
。
以
上
の
一
連
の
こ
と
を
通
し
て
、
文
化
研
究
の
視
野
が
拡

大
さ
れ
、
宋
明
理
学
の
研
究
も
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

八
○
年
代
以
来
、
中
国
で
の
宋
明
理
学
研
究
が
日
増
し
に
深
め
ら

れ
、
研
究
の
範
囲
も
更
に
広
く
な
っ
て
き
た
。
宋
明
理
学
の
す
べ
て

の
人
物
の
思
想
に
関
し
て
は
専
門
的
な
研
究
が
あ
っ
た
の
で
、
宋
明

理
学
の
研
究
領
域
を
十
分
に
揃
え
た
学
科
研
究
の
構
造
が
出
来
上
が

っ
た
。
こ
の
進
展
の
過
程
の
中
に
お
い
て
は
、
学
位
制
度
の
設
立
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

中
国
の
理
学
薪
儒
学
）
は
習
慣
と
し
て
宋
明
理
学
と
呼
ば
れ
る
が
、

こ
れ
は
理
学
が
宋
代
に
発
生
し
て
元
代
か
ら
明
代
に
い
た
っ
て
、
発

展
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
儒
学
運
動
の
発
端
は
唐
代

に
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
唐
以
降
、
門
閥
豪
族
が
打
撃
を
受
け
た
の
で
、
社
会
の
経
済
は

貴
族
荘
園
制
か
ら
中
小
地
主
と
自
耕
農
が
主
と
す
る
経
済
に
転
じ
た
。

中
小
地
主
と
自
耕
農
階
層
出
身
の
知
識
人
が
科
挙
制
度
を
通
し
て
政

権
や
文
化
機
関
に
進
出
し
、
国
家
官
僚
と
エ
リ
ー
ト
、
つ
ま
り
従
来

中
国
社
会
で
い
わ
れ
て
き
た
「
士
大
夫
」
の
主
体
と
な
っ
た
。
魏
晋

以
来
の
貴
族
社
会
と
比
べ
る
と
、
中
唐
以
降
の
社
会
発
展
の
趨
勢
は

平
民
社
会
の
発
展
だ
と
言
え
る
。
文
化
の
面
に
お
い
て
は
、
中
唐
に

は
三
大
動
向
が
見
え
る
。
即
ち
、
新
禅
宗
運
動
（
六
柤
慧
能
が
開
祖
）
、

新
文
学
運
動
（
古
文
運
動
）
、
新
儒
家
運
動
（
韓
愈
、
李
翅
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
運
動
が
共
に
中
国
文
化
の
新
た
な
発
展
を
推
し
進
め
た
。

こ
の
三
つ
の
運
動
の
発
展
は
北
宋
ま
で
続
い
て
、
宋
以
後
の
中
国
文

化
を
主
導
す
る
主
要
な
形
態
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

唐
・
宋
以
来
の
中
国
社
会
の
特
質
及
び
そ
の
宋
明
理
学
と
の
関
連

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
者
の
意
見
は
一
致
し
な
い
。
私

個
人
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
つ
ま
り
、
貴
族
荘
園
制
経

一
一
一
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済
か
ら
中
小
地
主
と
自
耕
農
が
主
と
す
る
経
済
へ
と
変
わ
っ
て
、
中

小
地
主
と
自
耕
農
階
層
出
身
の
知
識
人
が
科
挙
制
度
を
通
し
て
「
士

大
夫
」
の
主
体
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
変
遷
と
中
唐
以
来
の

文
化
の
変
化
と
連
動
し
た
結
果
が
新
儒
家
出
現
の
歴
史
的
背
景
と
な

っ
た
。
内
藤
湖
南
が
唐
か
ら
宋
へ
の
社
会
変
遷
を
「
近
代
化
」
と
し

て
ま
と
め
、
唐
か
ら
宋
に
交
替
す
る
際
、
中
国
は
す
で
に
近
代
化
に

入
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
論
断
に
は
急
ぎ
す
ぎ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い

る
近
代
化
の
経
済
的
基
礎
ｌ
工
業
資
本
主
義
は
そ
の
時
ま
だ
現
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
う
け
れ
ど
も
、
唐
宋
交

替
時
期
の
中
国
社
会
で
は
確
か
に
相
当
深
刻
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い

た
。
思
想
文
化
上
の
宗
教
改
革
、
古
文
の
復
興
、
儒
学
の
再
構
築
な

ど
、
こ
れ
は
全
て
新
時
代
に
相
応
し
い
文
化
景
観
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
工
業
文
明
と
近
代
科
学
を
基
礎
と
す
る
近
代
化
で
は
な
い

が
、
こ
れ
は
西
洋
の
中
世
期
の
精
神
に
類
似
す
る
よ
う
な
も
の
か
ら

の
脱
出
で
あ
っ
て
、
一
種
の
「
亜
近
代
の
理
性
化
」
で
あ
り
、
中
唐

か
ら
北
宋
ま
で
に
安
定
し
確
立
し
た
文
化
の
こ
の
変
化
は
こ
の
亜
近

代
過
程
の
中
の
有
機
的
な
一
部
分
だ
と
理
解
し
て
い
い
と
思
う
。
若

し
西
洋
の
事
情
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
亜
近
代
の
文
化
形
態
は

西
洋
の
中
世
期
と
近
代
文
明
の
間
に
存
在
す
る
一
つ
の
中
間
形
態
と

見
な
し
て
よ
い
。
そ
の
基
本
精
神
に
は
世
俗
性
、
平
民
性
、
合
理
性

が
特
徴
と
し
て
際
だ
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
今
ま
で

の
よ
う
に
、
理
学
を
封
建
社
会
後
期
の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
な

す
の
で
は
な
く
て
、
中
世
期
の
精
神
か
ら
脱
出
し
た
亜
近
代
の
文
化

と
精
神
の
現
れ
だ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

更
に
い
う
と
、
「
道
統
」
の
確
立
と
「
道
学
」
の
創
設
に
よ
っ
て
、

新
儒
学
は
当
時
の
儒
学
知
識
人
の
「
儒
学
」
に
対
す
る
認
識
や
同
調

を
明
確
化
さ
せ
強
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
宇
宙
秩
序
、
人
倫

秩
序
と
社
会
価
値
に
対
す
る
作
り
直
し
、
彼
ら
の
精
神
上
の
追
究
と

政
治
理
想
は
、
成
熟
し
た
強
大
な
仏
教
や
道
教
か
ら
の
挑
戦
に
対
す

る
儒
学
の
新
た
な
自
己
意
識
の
勃
興
と
儒
学
を
再
構
築
し
よ
う
と
す

る
強
い
願
望
の
反
映
で
あ
る
。
同
時
に
、
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
新
儒
学
は
そ
の
当
時
の
社
会
制
度
と
の
間
に
あ
る
種
の
連
動

的
関
連
性
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
歴
史
解
釈
上
の
機
械
的
歴
史
唯
物
論
の
失
敗
を
経
て
、

中
国
の
研
究
者
の
多
く
は
ミ
ク
ロ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
対
す
る
「
大
き
な

物
語
」
ａ
『
四
目
目
『
『
豊
ぐ
の
の
）
へ
の
追
究
を
放
棄
し
、
大
き
い
け
れ
ど

も
使
い
物
に
な
ら
ぬ
よ
う
な
討
論
を
避
け
よ
う
と
し
て
き
た
。
ま
た
、

こ
れ
が
理
由
で
、
現
在
の
中
国
の
学
者
は
次
の
よ
う
な
方
法
に
対
し

て
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
文
献
や
テ
キ
ス
ト
を
重

視
せ
ず
に
、
外
在
的
な
解
釈
を
求
め
る
こ
と
に
熱
中
し
、
十
分
な
根

拠
が
欠
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
て
推
量
を
す
る
だ
け
で
新

儒
家
の
思
想
全
体
ま
た
は
其
の
一
部
の
学
派
を
あ
る
時
代
の
特
定
の

階
層
、
宗
族
、
制
度
の
背
景
あ
る
い
は
特
殊
の
社
会
構
造
に
帰
し
て
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し
か
し
、
機
械
論
を
警
戒
す
る
こ
と
は
社
会
科
学
に
対
す
る
拒
絶

で
は
な
い
。
事
実
上
、
儒
学
研
究
の
中
に
は
、
社
会
科
学
の
方
法
を

吸
収
し
た
例
が
す
で
に
あ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
中
国
の
宋
明
理
学

思
想
家
の
人
数
が
膨
大
に
あ
り
、
彼
ら
の
哲
学
思
想
に
関
す
る
基
礎

研
究
を
ま
ず
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
の
他
の
研
究
方
法

の
導
入
は
わ
り
と
少
な
く
て
遅
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
将
来
を
展
望

し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
ま
で
の
思

想
自
身
に
対
す
る
客
観
的
な
、
細
綴
な
、
内
在
的
な
、
深
く
掘
り
下

げ
ら
れ
た
研
究
は
、
こ
れ
か
ら
研
究
を
多
様
化
さ
せ
る
た
め
の
良
い

基
礎
作
り
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
哲
学
思
想
研
究
の
成
熟
は
他
の

研
究
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
よ
い
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
今
ま
で
の
中
国
の
新
儒
学
研
究
は
哲
学
史
研
究
を
主
流

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
代
中
国
の
儒
学
研
究

者
は
「
思
想
」
自
身
に
対
す
る
細
綴
な
研
究
を
よ
り
重
視
し
、
思
想

家
の
精
神
上
の
追
究
、
価
値
観
上
の
理
想
、
哲
学
的
思
考
、
人
生
の

体
験
な
ど
を
重
く
見
て
、
儒
家
の
経
典
解
釈
と
し
て
の
伝
統
や
徳
性

倫
理
と
し
て
の
伝
統
を
重
視
し
、
儒
家
と
社
会
集
団
の
倫
理
と
の
関

係
、
儒
家
と
世
界
（
グ
ロ
ー
バ
ル
的
）
倫
理
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い

る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
基
づ
い
て
西
洋
の
哲
学
者
や
神
学
者

と
の
対
話
を
求
め
て
い
る
。
彼
ら
を
こ
の
よ
う
に
さ
せ
た
理
由
の
中

に
は
、
研
究
対
象
自
身
の
特
質
だ
け
で
は
な
く
て
、
過
去
の
盲
目
的

に
は
、
研
究
対
象
自
身
の
特
質
だ
け
で
は
な
く
一

な
俗
流
唯
物
論
か
ら
得
た
教
訓
と
も
関
係
す
る
。

私
は
朱
子
学
や
陽
明
学
に
関
す
る
著
書
を
何
冊
か
出
版
し
た
後
に
、

一
九
九
二
年
、
も
う
一
冊
の
本
を
出
し
た
。
書
名
は
『
宋
明
理
学
』

で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
二
十
余
名
の
理
学
思
想
家
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
主
と
し
て
宋
明
理
学
の
発
生
、
発
展
と
進
展
変
化
を
叙
述
し
て
、

宋
明
理
学
の
基
本
人
物
、
学
術
流
派
、
概
念
命
題
と
そ
の
理
論
上
の

特
色
を
明
示
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
宋
明
理
学
発
展
の
固
有
の
脈

絡
と
そ
の
内
在
的
議
論
を
提
示
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
害
の
最
後
に
、

私
は
次
の
一
段
を
書
い
た
。
「
事
実
上
、
文
化
の
視
野
を
も
う
一
歩

広
げ
て
み
れ
ば
、
理
学
は
十
一
世
紀
以
後
の
中
国
を
主
導
し
た
思
想

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
前
近
代
東
ア
ジ
ア
各
国
で
も
主
導
的
な

と
し
て
、
社
会
に
つ
い
て
の
歴
史
に
対
す
る
「
大
き
な
物
語
」

Ｓ
『
四
目
目
『
『
目
ぐ
の
の
）
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
哲
学
思
想
に
つ

い
て
の
研
究
の
成
熟
や
中
国
史
研
究
の
進
歩
に
従
っ
て
、
将
来
の
新

儒
学
研
究
が
思
想
史
研
究
の
方
面
に
お
い
て
更
な
る
発
展
が
期
待
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
史
研
究
は
盲
目
的
に
「
大
き
な
物
語
」
を

追
究
す
る
の
で
は
な
く
て
、
実
践
レ
ベ
ル
で
の
理
学
や
理
学
と
当
時

の
社
会
の
様
々
な
具
体
的
な
制
度
と
の
連
動
関
係
な
ど
の
点
に
よ
り

多
く
注
目
し
、
ま
た
具
体
的
な
研
究
領
域
に
お
い
て
政
治
思
想
史
や

社
会
思
想
史
に
関
す
る
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
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地
位
を
占
め
た
或
い
は
重
要
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
思
想
体
系
で

も
あ
る
。
よ
っ
て
、
宋
明
理
学
は
近
世
東
ア
ジ
ア
文
明
の
共
同
の
具

体
的
な
現
れ
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
理
学
体

系
の
論
理
的
展
開
の
各
関
節
、
あ
ら
ゆ
る
実
現
さ
れ
た
可
能
性
を
明

示
し
よ
う
と
す
る
と
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
理
学
に
対
し
て
総
合
的
な

考
察
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
枚
数
と
学
識
の
制
限

が
あ
っ
て
、
本
書
で
は
、
こ
の
課
題
を
や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
明
代
理
学
の
部
分
に
お
い
て
李
退
渓
の
一
節
を
設
け
て
、
読

者
が
朝
鮮
朱
子
学
発
展
の
可
能
性
を
理
解
さ
れ
る
際
の
一
助
に
な
れ

れ
ば
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
文
明
の
角
度
か
ら
理
学
を

本
格
的
に
解
明
す
る
に
は
今
後
の
更
な
る
研
究
を
期
す
る
」
。

以
上
の
文
章
を
書
き
下
ろ
し
た
当
時
、
私
は
そ
の
中
の
妥
当
で
は

な
い
点
を
全
く
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

書
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
妥
当
で
は
な
い
点
」
と
い
う
の
は
、

中
国
の
学
者
が
往
々
に
し
て
無
意
識
の
中
で
「
宋
明
理
学
」
を
「
新

儒
学
倉
の
。
’
９
昌
烏
己
の
ョ
）
」
と
イ
コ
ー
ル
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
意
識
は
中
国
研
究
の
範
囲
内
で
は
問
題
無
い
が
、
中
国
研

究
の
範
囲
を
超
え
た
時
に
問
題
が
明
ら
か
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

若
し
、
拙
著
の
書
名
は
『
新
儒
学
』
或
い
は
「
朱
子
学
と
陽
明
学
』

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
中
で
韓
国
と
日
本
の
朱
子
学
や
陽
明
学
を
叙
述

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
宋
明
」
は
た
だ
あ
る
種
の

時
間
の
尺
度
だ
け
で
は
な
く
て
、
中
国
歴
史
の
王
朝
の
名
で
も
あ
る
。

こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
李
退
渓
を
宋
明
理
学
の
中
で
叙
述
す
る
の

は
妥
当
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
新
儒
学
」
の

概
念
は
そ
れ
な
り
の
優
越
性
を
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
概

念
は
東
ア
ジ
ア
全
体
の
文
明
に
対
し
て
よ
り
包
容
性
を
持
つ
か
ら
で

あ
る
。
同
じ
く
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
「
新
儒
学
は
東
ア

ジ
ア
文
明
の
共
同
の
体
現
で
あ
る
」
と
い
え
る
が
、
「
宋
明
理
学
は

東
ア
ジ
ア
文
明
の
共
同
の
体
現
で
あ
る
」
と
は
い
え
な
い
。

先
ほ
ど
引
用
し
た
部
分
の
中
の
「
宋
明
」
二
字
を
削
除
し
て
し
ま

え
ば
、
こ
の
一
段
は
も
う
問
題
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
若
し
李
退
渓

の
一
節
を
参
照
用
の
附
録
と
し
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
本
自
身
も
問
題

無
い
で
あ
ろ
う
。
で
も
、
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
の
学
者
は
性
々

に
し
て
「
東
ア
ジ
ア
」
に
対
す
る
明
蜥
な
、
弁
別
的
な
意
識
を
持
っ

て
い
な
い
。
私
が
『
宋
明
理
学
』
の
中
に
李
退
渓
の
一
節
を
加
え
た

の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
理
学
」
は
た
だ
中
国
の
思
想
で
は
な
く
て
、
韓
国
の
思
想
で
も
日

本
の
思
想
で
も
あ
る
、
韓
国
と
日
本
の
新
儒
学
は
か
つ
て
理
学
思
想

の
発
展
に
創
造
的
な
貢
献
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
貢
献
を
明

示
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
理
学
体
系
が
持
っ
て
い
た
す
べ
て
の

論
理
的
関
節
と
そ
の
思
想
発
展
の
可
能
性
を
最
大
限
に
提
示
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
時
代
と
徳
川
時
代
の
朱

子
学
と
陽
明
学
は
広
い
意
味
に
お
い
て
理
学
ま
た
は
新
儒
学
と
称
し

て
も
よ
い
が
、
宋
明
理
学
と
称
し
て
は
い
け
な
い
。
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中
、
日
、
韓
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
、
歴
史
上
に
か
っ
て
儒

学
が
あ
っ
て
朱
子
学
や
陽
明
学
が
あ
っ
た
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
あ
っ
た
儒
学
の
間
に
は
大
き
い
違
い
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
各
国
の
儒
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
け
る
地
位
も
違

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
細
綴
な
比
較
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日

本
儒
学
と
韓
国
儒
学
を
研
究
す
る
際
、
中
国
の
儒
学
を
十
分
理
解
で

き
な
け
れ
ば
、
日
本
、
韓
国
儒
学
の
特
質
と
そ
の
発
展
を
真
に
了
解

で
き
な
い
。
同
じ
こ
と
で
、
日
韓
の
儒
学
を
知
ら
な
い
と
、
本
当
の

意
味
で
の
中
国
儒
学
の
特
質
を
把
握
し
難
い
。
例
え
ば
、
朱
子
哲
学

の
各
方
面
を
全
面
的
に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
に
、
李
退
渓
の
研
究
を

や
る
と
し
た
ら
、
退
渓
の
著
作
の
ど
の
部
分
が
朱
子
か
ら
の
引
用
で

あ
っ
て
、
ど
の
部
分
が
朱
子
の
思
想
に
対
す
る
発
展
で
あ
る
か
、
な

ど
の
こ
と
に
つ
い
て
到
底
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
例

で
あ
る
が
、
宋
元
明
清
の
儒
学
の
内
部
で
起
こ
っ
た
朱
子
哲
学
に
対

す
る
様
々
な
批
判
を
知
っ
た
上
で
、
徳
川
時
代
の
儒
学
の
朱
子
学
に

対
す
る
批
判
の
中
に
、
ど
れ
が
宋
明
の
儒
学
批
判
と
一
致
し
、
ど
れ

が
宋
明
の
儒
学
批
判
と
違
っ
た
日
本
思
想
の
特
色
を
反
映
す
る
部
分

で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
う
。
逆
に
い
う

と
、
た
だ
朱
子
の
思
想
を
研
究
し
、
李
退
渓
、
李
栗
谷
、
伊
藤
仁
斎

の
思
想
を
研
究
し
な
か
っ
た
ら
、
朱
子
哲
学
が
内
包
し
て
い
た
全
て

の
論
理
的
発
展
可
能
性
と
朱
子
の
思
想
体
系
が
挑
戦
さ
れ
る
全
て
の

可
能
性
は
分
か
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
子
哲
学
の
研
究
も

不
完
全
な
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

八
○
年
代
の
半
ば
以
来
、
中
国
の
学
者
た
ち
が
少
し
ず
つ
韓
国
の

朱
子
学
と
日
本
の
徳
川
儒
学
に
対
す
る
研
究
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た

が
、
研
究
成
果
は
限
ら
れ
た
も
の
し
か
な
い
。
日
本
の
学
者
の
東
ア

ジ
ア
の
文
化
に
関
す
る
幅
広
い
研
究
と
比
べ
る
と
、
中
国
の
研
究
者

は
日
本
と
韓
国
の
歴
史
上
に
あ
っ
た
儒
学
に
対
す
る
研
究
は
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
力
強
く
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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